

























































































π/^ - 几 g‾πj;2 召Zπiぶぴ^「
e 併＝t 古趾
(2. 8)



























































































となり，ぶ＝2品，y ＝がーが，z ＝が十がはx^十/^ ＝z"の解となる。このことを使っ
てn ＝4の場合を証明してみよう。
　証明　　　ｙ十が＝^^，（x, y）＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4. 1）












（c＞d＞0, （c, d）＝1）なるc, dが存在する。ゆえに
　　　ノ＝2ab ＝4cd （c^十d^）




































































































































































































































































exp(－7t (x(‘)りi)exp (π/ニ1 (x())'絢)n　exp(－2π＼x(門^仇)

























ヱ e(晶゛^)0)(x十゛) (5. 10)
に対して行う。明らかに任意のce d心に対してF(x十c)＝F (x)である。従ってフーリ
エの変換公式
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